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情報学・次世代教育の新しい展開 
‐情報学教育ポリシーの拡張と深化‐ 

 

滋賀大学大学院教育学研究科 教授 松原伸一 

 

１．はじめに 

筆者は，2005年に文部科学大臣より任命を受け，中

央教育審議会専門委員を拝命したことが契機となり，

これまでの情報教育を見直し，その翌年の 2006年に，

これを情報学
．
教育と表現することにし，初等中等教育

に一貫したカリキュラムの在り方を提案している。情

報教育の導入期には欠かせない能力，すなわち，コン

ピュータリテラシーや情報リテラシーなどに象徴され

るような「PC の操作スキル」だけでなく，情報教育

の発展期・充実期としての位置づけとして，情報学と

いう視点で初等中等教育，すなわち，幼稚園・小学校

から高等学校までの 12 年間を見通し，一貫した内容

で構成される教育（K-12カリキュラム）の必要性を提

案している（松原 2006）。 
2018年は情報学教育の構想からちょうど12年，す

なわちDozen（ダズン，ダース）の経過となり，伝統

的な表現をすれば，干支で「一回り」に当たる。本稿

では，次の 12年間を見通して，“次世代”というキーワ

ードで，情報学教育ポリシーの拡張と深化について論

述し，これからの 12年を視野に入れ，2018年を新た

な起点として記念すべき年にしたい。 
 
２．情報学教育のダブルダズン（Double Dozen） 
2.1 これまでの 12年間（2006年～2018年） 
情報学教育のこれまでの経緯については，既に各所

にて発表している。ここでは，それらをもとに再構成

して記述し，情報学教育の今後の新しい展開に向けて

具体的な提案を行いたい。 
情報学教育の各ステージについては，まず，歴史的

経緯を踏まえて区分されたステージ（歴史的ステージ）

がベースであり，第 2ステージまでの設定となってい

た。これを発展させて第 3ステージを新設することを

意図し，これまでのステージを並行展開とし，新ステ

ージ（マルチステージ）をベースに進められている。 
 

(1) 情報学教育の歴史的ステージ 
情報学教育について歴史的な視点で区分されたステ

ージ（歴史的ステージ）は，表１の通りである。この

区分によるステージは，構想の段階から発展の段階ま

でを 4つに区分している。その詳細については文献を

参照されたい（松原2016）。 
 

表１．情報学教育の歴史的ステージ 
記号 歴史的ステージ 段階 
① 情報学教育のバックステージ（2006～2009） 構想の段階 
② 情報学教育の新しいステージ（2009～2011） 提案の段階 
③ 情報学教育の第１ステージ（2011～2015） 充実の段階 
④ 情報学教育の第２ステージ（2015～） 発展の段階 
 

(2) 情報学教育のマルチステージ 
上記に示した歴史的な視点により区分されたステー

ジは，第２ステージまでの構想であった。その後，第

３ステージを展開するにあたり，ステージを拡張する

必要を生じ，表１の①～③をまとめて新しい第１ステ

ージ（St.1）とし，表２のように整理している（松原

2017a）。 
 

表２．情報学教育のマルチステージ 
記号 新ステージ 歴史的ステージ 段階 
㋐ St.1 ①～③ K-12 
㋑ St.2 ④ K-16，K-18 
㋒ St.3 － K-all 
 
上記の各ステージは，順次個別に進むのではなく，

【St.1】→【St.1＋St.2】→【St.1＋St.2＋St.3】のよ

うにマルチステージの並行展開としている。 
これは，各ステージが，小（小学校の6年間），中

（中学校の 3年間），高（高等学校の 3年間），大（大

学の 4年間，特に，教養教育や教員養成教育に重点を

おく），院（教職大学院の2年間）の各段階を追って

構成しているので，必然的にマルチステージ展開とな

っている（図１）。 
 

図１．情報学教育のマルチステージ 
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2.2 これからの 12年間（2018年～2030年） 
(1) 次世代を視野に入れた情報学教育 
「これからの」という表現は曖昧であるが，筆者は

これを中長期と考えている。大学などにおいては，中

期目標の策定が求められている。その期間は６年間と

規定されているので，筆者もその考え方に準じ，中期

を６年としている。そして，中期（6年）が 2つ分と

なれば，もはや中期ではないので，長期の下限値を 12
年としても差し支えないだろう。従って，次世代を視

野に入れるという場合は，12年先すなわち 2030年を

視野に入れたという表現と同義としている。 
ところで，東京学芸大学次世代教育推進機構では，

「2030年の社会に対応する（次世代対応型の）教育」

としている。結局のところ，2030年という点で共通す

ることは興味深い。なお，ここでは省略するが，国際

機関でも，2030年を視野に入れているところもあり，

一つの区切りと考えてよいだろう。 
筆者は，以上の理由を根拠にして，次世代とは，中

長期の視野に立って，これから 2030 年までをスコー

プとし，次のステージに居（こ）する世代，すなわち，

現代の次にやってくる新しい時代・社会に生きる世代

とし，今の子ども，今から生まれてくる子どもたちが

対象となっている（松原2017c）。 
 
(2) イノベーティブな情報学教育 
イノベーティブとは，Innovation の形容詞で, 辞書

的には，新機軸，変革，革新，刷新，・・・とされてい

る。そこで，筆者は，次世代を視野に入れて，新しい

時代・社会に対応できるように，刷新的な視点で情報

学教育を提案したい。その際，次の２つのトピックを

あげている。 
①教育の新科学化 ※教育の新ソリューション 
これは新しい情報学教育の１つのトピックであり，

新しい教育内容，新しい教育方法，新しい教育手段，

の３つを取りあげている（松原2014）。 
②教育の新情報化 ※教育の新ルネサンス 
これは，新しい情報学教育の２つ目のトピックであ

り，人間性への回帰として，感性，理性，知性の３つ

を取り上げ，情報メディア教育としての新しい方向性

を示している。 

“感性に響く”では，情報学をベースに，情報メデ

ィアと芸術の「協和音」を響かせる次世代教育のこと

であり，情報メディアと芸術・技術との良い関係を築

くことを目的としている（松原 2017b）。その際，特

に，音楽は特徴的な要素であると認識し，筆者はこれ

を Info-Artsと呼んでいる。 
“理性に届く”では，情報学をベースに，情報メデ

ィアと倫理の「往還衝」に届かせる次世代教育のこと

で，カントの義務論（Deontology）に依拠し，理性道

徳であって倫理の関係を根拠としている。実践「理性」

の与える道徳法則とは定言的命令で，利害の打算を超

えた絶対性をもつ（野田2017）と考えられ，筆者は，

Info-Ethicsと呼んでいる。 
“知性に繋ぐ”では，情報学をベースに，情報メデ

ィアと科学の「理論知」に繋がせる次世代教育のこと

で，情報学ベースの科学と考えられるが，上記の標記

の統一性を考慮して，Info-Scienceと呼んでいる。 
 

３．情報学・次世代教育 
3.1 人間知能と人工知能（AI） 
(1) 対立・競争か，それとも共存・協力か 
人間と人工知能の未来を描いたものも少なくない。

人工知能は私たちを滅ぼすのか（児玉 2016），人工知

能のパラドックス（Williams／本田 2004），などは深

く考察する上で欠くことができない。一方，プログラ

ミングでは問題解決としてアルゴリズムの知識理解を

欠くこともできないだろう。とりわけ，問題解決力や

論理的思考力は，育成されるべき資質・能力と考えら

れているが，これらは人工知能における機械学習でも

同様の価値観であるという点を忘れてはならない。 
例えば，スーパーコンピュータ「京」は，1 秒間に

1京回（10ペタフロップス）の計算をイメージして名

付けられたといわれるが，京（1016）を馴染みのある

兆（1012）で表現すれば，1 万兆（1 兆の 1 万倍）と

なる。それでは人間の計算速度は？と考えれば，両者

の大きな格差を再認識せざるを得ない。 
そうであれば，人間の能力育成に際して AI と同じ

路線上で競争して勝ち目はあるのだろうか。論理的思

考力や問題解決力は新しい社会においても重要な能力

として疑う余地はないが，それらに加えて，他にもっ

と重要な資質・能力はないのだろうか。人間と AI と

の関係は，対立・競争か，共存・協力かを見定める必

要があるかも知れない。その際，人間性への復帰とし

て感性・理性・知性の拡大深化が重要である。 
 

(2) 人間知能と人工知能の共同（Collaboration） 
Shanahan/Chen（2016）によれば，汎用人工知能，

・感性に響く“festiveな”情報メディア教育 
 → 情報メディアと芸術（Info-Arts） 
・理性に届く“ethicalな”情報メディア教育 
 → 情報メディアと倫理（Info-Ethics） 
・知性に繋ぐ“intelligentな”情報メディア教育 
 → 情報メディアと科学（Info-Science） 
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（機械による超知能）を議論する際には，身体化が不

可欠であるという。生物生命に不可欠なものの大半を

排して実現されるにしても，方法論上必要かもしれな

いという。知性は根底において，生物も無生物も含め

て，多様に複雑なものが入り混じった乱雑でダイナミ

ックな物理的環境と関わる必要があり，チューリン

グ・テスト（Alan Turing により考案されたもので，

ある機械が知的かどうかを判定するテスト）は言語し

か関わっていないため，良い評価基準ではないという。 
非生物学的な基質の上に特定の脳の忠実で実用的な

コピーをつくることを全能シミュレーションという。

人工知能を創る作業は，マッピング，シミュレーショ

ン，身体化という３段階に分けることができる。 
つまり，人間の知能は，基本的には動物の知能の延

長であり，人間の言語，理性，創造性といった能力も

感覚運動の基盤に基づいている。 
ところで，筆者は，「AIと人類は共存できるか」（長

谷・藤井ほか 2016）という著書を購入し目を通した後，

しばらく放置していた。先日気になったので，再読す

ることになった。これは，人工知能学会創立 30 周年

記念出版で，「倫理」，「社会」，「政治」，「信仰」，「芸術」

の５つの異なるアプローチで未来社会を描いている。

その中でもこの度特に取り上げたいのは，いうまでも

なく「芸術」である。それは，松原仁氏により，芸術

と人間と人工知能の関係を次の４つに分類され，それ

ぞれについて解説され（長谷・藤井ほか 2016，
pp.418-430），大変興味深い内容である。 

 
筆者は，情報学・次世代教育を構想するにあたり，

「人間と人工知能が共同して活動する場面」を加える

ことが重要であると考えている。この条件を入れて，

細かな分類をすれば種々考えられるだろう。 
ここでは，人間と人工知能が共同して，芸術を創作

する場面に注目して分類すれば，下記の３つに集約で

きる。特に注目したいのは，言うまでもなく⑦である。

すなわち，人間と人工知能が共同・協力して，芸術の

創作と鑑賞を行うという時代を，超遠方ではあるかも

しれないが，視野に入れておく必要があるだろう。 
しかしながら，人間と人工知能の共同作業において

は，幾つもの解決されなければならない課題が山積し

ている。ここでは紙面の関係で割愛するが，別の機会

に譲りたい。 
いずれにしても，「芸術」の域は，人間にとってしば

らくの間かも知れないが，人工知能には譲れない独壇

場となるだろう。したがって，芸術や感性は，情報学・

次世代教育において重要なキーワードとして機能する

ことだろう。 
 

(3) 技術的特異点：シンギュラリティ（Singularity） 
Kurzweil・徳田（2007）によれば，①テクノロジー

は加速する，②テクノロジーの 3つの革命，③テクノ

ロジーと人間の未来，の３つが取り上げられている。 
①は，コンピュータの歴史がそれを証明していると

いう。いわゆる「ムーアの法則」である。そして，生

物とテクノロジーの進化には，E1.物理と科学：原子

構造の情報，E2.生物：DNA の情報，E3.脳：ニュー

ラル・パターンの情報，E4.テクノロジー：ハードウ

ェアとソフトウェアの設計情報，E5.テクノロジーと

人間の融合：生命のあり方がテクノロジーによって統

合される，E6.宇宙の覚醒：拡大した人間の知能が宇

宙の隅々に行きわたる，という6つのエポックがある

とし，現在はE4からE5へ向かう最中であるという。 
②では，遺伝子の革命，ナノテクノロジーの革命，

ロボット工学の革命，の3つの革命について説き，人

間の体内を極小なロボットが駆けめぐるようになり，

新た医薬品の登場となるという。 
③では，テクノロジーは完全か／拡張する身体／人

間社会とロボット／人間の要求にあったテクノロジー

は必ず普及する，というように論が進み，2045年の特

異点（技術的特異点，singularity）に至る。氏によれ

ば「特異点とは，われわれの生物としての思考と存在

が，みずからの作り出したテクノロジーと融合する臨

界点であり，その世界は，依然として人間的ではあっ

ても生物としての基盤を超越している。特異点以後の

世界では，人間と機械，物理的な現実とヴァーチャル・

リアリティとの間には，区別が存在しない」（『ポスト・

ヒューマン誕生』）という。 
なお，氏によれば，我々の知識の量も加速度的に増

えているという。単に科学や技術の知識だけではなく，

音楽や芸術や歴史や文学など，あらゆる知識が存在し，

わたしたちはあらゆる分野で加速を続ける知識の最前

線からの挑戦に向き合わなければならないという。 
すなわち，このように新しい時代が来るがゆえに，

①人間が芸術を創作し，人間がそれを鑑賞する。 

②人工知能が芸術を創作し，人間がそれを鑑賞する。 

③人工知能が芸術を創作し，人工知能がそれを鑑賞する。 

④人間が芸術を創作し，人工知能がそれを鑑賞する。 

⑤人間と人工知能が共同して芸術を創作し，人間がそれを

鑑賞する。 

⑥人間と人工知能が共同して芸術を創作し，人工知能がそ

れを鑑賞する。 

⑦人間と人工知能が共同して芸術を創作し，人間と人工知

能が共同して鑑賞する。 
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次世代教育として情報学教育を考察すれば，感性に響

き，理性に届き，知性に繋ぐ情報メディア教育が求め

られるものと実感するのである。 
 

(4) 人工知能は何ができないか？ 
昨今では，人工知能の話題は尽きることがない。関

係者の中には「人工知能バブル」と言われることもあ

る。前述のように，人工知能の進展は，Singularity
という象徴的な用語で表現され，未来社会は人類にと

って期待でもあり恐怖でもあり，人工知能批判に関し

て，「ロボットに心はあるか」という課題は深淵である。 
武野（2011）によれば，長きにわたるロボット研究

者として，現代の脳科学や認知科学の研究成果をもと

に，「ロボットの心」について考察している。それは，

結局のところ，ヒトとは何かという問題であり，同時

に，精神とは何かという課題に直面する。その際，脳

神経のネットワークがすべてを決めていると論述し，

精神とはプログラムなのか，そして，精神が肉体から

離れることができるのか，それとも，精神と肉体は一

体なのか，また，ヒトを理解できる道具は実現できる

か，…といった難問に考察を加えている。一方，コン

ピュータが出現した時，物質（Material）とエネルギ

ー（Energy）に，新たに情報（Information）が加わ

ったというが，物質はエネルギーに変換可能であるか

ら，これらは物理的に同じという考えが定着している。

しかしながら，物質と情報を変換する式はまだない。

これが「心が存在する・しない」という混乱のもとに

なっているという。 
そもそも，人工知能批判の根幹には，心とは人間特

有のもので，仮に同じような機能が機械により実現で

きたとしても，それが機械であるかぎり，それはあく

までも心の疑似的な作用であって心ではない，とする

ものと判断される（Hubert／黒崎ほか 1992）。 
山本（2017）によれば，深層学習（ディープラーニ

ング）という技術が大幅に発達し，それまでコンピュ

ータには解決不可能だった問題が，計算可能な問題と

して処理できるようになったという。このような状況

は，人工知能の自律性を象徴するものであり，機械学

習に関係する諸学問の成果といえるだろう。 
ところで，今日のような発展を遂げたディープラー

ニング研究の基礎には，ニューラルネットワークやニ

ューロ・コンピュータなどの専門分野をイメージする

専門家も多いことだろう。 
それは，筆者が学生・院生の時代で，この分野への

期待はあったものの，それは当時としては相当に高い

壁であり，充分な良い結果がなかなか得られない状況

で，時に学術的な成果を得るのに困難な場合もあった

ことを記憶している。 
人工知能における機械学習の諸理論は，ある意味で，

人間の教育・学習の理論と大きく関係するところもあ

り，加速度的な（或いは，指数関数的な）発展を遂げ

る機械（人工知能）にとって，人間にはない新しい発

想による学習理論が見え隠れしている。 
結局のところ，人工知能について考察すればするほ

ど，人間研究に回帰するとともに，人工知能とは何か

をいう問題に帰結する点が興味深い（松尾2016）。 
そこで，我々に課せられた大きな使命とは，次世代

を視野に入れて，人工知能やロボットなどに象徴され

る未来社会を覗いてみれば，人間性への回帰こそが重

要であり，新たな人間性発見とともにその拡張こそが

このような新しい時代を積極的に・生産的に・効果的

に生き抜くための必要かつ重要な条件と言わざるを得

ないだろう。 
 

3.2 新ルネサンス（人間性への回帰と拡張） 
(1) 中世における学芸（Liberal Arts） 
西洋の歴史を振り返るとき，時代区分については諸

説あるものの，およそ 1000年にも及ぶ中世（5c～15c）
の時代を避けることはできない。Liberal Artsとは，

古代ギリシアにその源流が見られるが，西洋の大学制

度において，特に中世以降，人を種々の拘束から自由

にするもので，一般教養として人が身に着けるもの（学

問）とされ，これを学芸と訳される。西洋にて大学が

誕生した時，自由七科（文法，修辞学，弁証法（論理

学），算術，幾何，天文学，音楽）が定められていた。 
日本では，「頼朝は鎌倉殿として御家人たちと主従関

係をむすび，先祖伝来の地の支配を認めたり（本領安

堵），敵方没収地など新たに領地を与える（新恩給与）

などの御恩を施した。御家人は，戦時の軍役，平時の

京都大番役・鎌倉番役などの奉公にはげんだ。ここに，

鎌倉殿（将軍）と御家人との土地を媒介とする主従関

係，すなわち封建制が成立した」（君島ほか 2016）と

ある。 
日本における中世（封建時代）は，西洋と比較して

大きく異なり，大学制度についても同様である点を再

認識しておく必要があるだろう。日本の大学制度，特

に，学芸，教養教育（Liberal Arts）については，別

に機会に譲りたい。 
 

(2) ルネサンスにおける芸術（人間性への回帰） 
曽田ほか（2017）によれば，「ルネサンスとは，ビ

ザンツ帝国やイスラーム世界を通じて伝えられたギリ

シア・ローマの古典文化を模範として，人間らしい生

き方を追求しようとする文化運動である」と記される。 
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西洋音楽は，中世の長期における文化に支えられ，

その結果，音楽用語にはイタリア語が多い（今谷

2006）。 
ところで，ルネサンスとは再生・復活などの意味を

もつ。ルネサンス発祥の地（Firenze）の Uffizi を訪

れた時であるが，リナシメント（Rinascimento）では

なく，ルネサンス（Renaissance）というフランス語

が定着している点は興味深かった。科学技術・情報通

信技術が優位を占める新しい時代・社会では，あらた

めて，人間性への回帰が求められる（松原2018a）。 
 

(3) 情報学教育における新ルネサンス（人間性の深化） 
もし 500年前の天才，ミケランジェロが今日によみ

がえったら，彼は苦悩するだろうか，それともふたた

び成功するだろうか。筆者にとって，この問いかけは

今の時代を考察する上でとても新鮮な感触を得るもの

であった。人類はルネサンスの佳作を注意深く保存し

大切に継承してきたが，天才的偉業を成し遂げた芸術

家たちは，実は普遍的な美の時代ではなく，かなり騒

がしい時代を生きていたという（Goldin et al／桐谷

2017）。当時も，新たな世界／新しい地図／新しいメ

ディアに加えて，新たな絡み合い／貿易／金融／人／

テクノロジー，…，などが時代を象徴する事項におい

て，現在と共通している。筆者はこのような状況を踏

まえ，社会の情報化／情報の社会化という視点で，社

会から情報そのものに重点を移行した考察を行ってい

る（松原 2014）。 
 
４．芸術と技術の協和音（人間性への深化） 
西洋音楽において旋法に基づくポリフォニーから，

調性に立脚するホモフォニーへの移行を経験したとい

う。同時期に起きた天動説から地動説への転換を同じ

ように対位法理論から和声理論への移行と対比される

（東川 2008）。筆者は，西洋における音楽理論の転換

期として，対位法・和声法を例示して，ステレオタイ

プを超える視点として情報メディア教育の在り方を，

芸術と技術の協和音という視点で考察したい。 
 

4.1 インターメディアとそのリテラシー 
(1) インターメディア 

Higgins／岩佐ほか（1988）によれば，インターメ

ディアとは，2つまたはそれ以上の別々のメディアが，

概念的に融合するとき，インターメディアとなる。イ

ンターメディアは，ひとつの芸術作品の本質において

不可分であるという点で，ミクスト・メディアとは異

なるとしている。したがって，インターメディアにつ

いて考察を施すには音響詩や視覚詩などは重要な要素

となる。氏は伝統的作品を含む音響詩の分類を行うと

ともに，視覚詩については戦略という視点でインター

メディアとしての有用性について考察を行っている。 
 
(2) インターメディアリテラシー 
前野（2016）によれば，これまでは，PC やインタ

ーネットの活用方法を主とした操作技術の習得を「情

報リテラシー」，「メディア・リテラシー」とすること

が多かったという。しかし，今後は，情報のコンテキ

ストに通底する経糸と緯糸を読み取り，メディア技術

とさらに別のメディア技術から新たな活用方法や技術

を創出する技術，いわゆる「インターメディア」であ

るとしている。さらに，氏によれば，「インターメディ

ア」という語は，かつて芸術分野で主に用いられた用

語であるとし，ICT分野や広告・出版分野では「マル

チメディア」「メディアミックス」「クロスメディア」

といった言葉の方が一般的であるが，これらは，統合・

融合という意味合いが強いとし，異なるメディアの行

間から新たな価値を見出し「創出」するという点に重

点をおいている。その点で，氏は，技術と技術を繋ぐ

時代から，心と技術を繋ぐことを求め，Internet of 
Thingsから Internet of Mind への変革を期待したい

として結んでいる。 
 
4.2 映画・映像 
伊藤ほか（2008）によれば，映画は，表現論・演出

論からプロデュース論へ移行しているという。スタジ

オシステムの解体，製作員会方式，映画を作らない映

画会社，などの変化が重要な要素となっているという。 
 

(1) 映画とテクノロジー 
塚田（2015）によれば，映画とテクノロジーをめぐ

る表象を考察する際，映画とは，現実を再現する視覚

メディアでありながら，同時に音響メディアでもある

点に注意を要すると指摘している。 
 
(2) 映像メディア 
辻（2016）によれば，映像メディアを３つの階層（映

画，テレビ，インターネット）で解明し，上位層（第

１より第 2，第２より第３）の方が，質的に上位にあ

るという。例えば，インターネット配信は，一方的な

互換関係にあり，テレビはインターネット配信の機能

を代替えすることができないのに対し，その逆は可能

であるからである。 
 

4.3 メディアアート 
坂根（2010）によれば，「メディア（情報媒体）
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を方法や手段とするアートというだけなら，絵画

や彫刻のような伝統芸術でも，画材や石材自体が

メディアの一種なのだから，すべてのアートはメ

ディアアートだといってもおかしくないかもしれ

ない」と明記している。アナログ・メディアとデジ

タル・メディアの間には大きな相違点があるとし，次

の８つを取り上げ考察している。 
①ハイブリッド性：異なるジャンルやカテゴリを繋

ぐ特性 
②作品の生命の変化：完成した作品がさらに進化し

ていける表現の拡張性 
③作品への参加性への拡大：それによる作家と観客

の関係の変化 
④作品の機能性の拡大：インターフェースによる社

会性の拡張 
⑤アートの定義の変化：アートの意味内容の変質と

展示空間の自在性 
⑥アーティストの意味や定義のゆらぎ 
⑦アートの新しい役割：メディアとしてのアートの

もつ未来への可能性 
⑧教育体制の変貌 

（以上の８項目は原文通りに記述） 
 

中村（2008）によれば，「音楽系メディアアート」

とは，音楽的要素が濃厚なメディアアートであるとし

ている。また，氏の言う「映像音響詩」とは，氏が作

曲家であるという出自にこだわり，「映像を伴うコンピ

ュータ音楽の一種である」と説明している。ここで，

「詩」は交響詩の「詩」と同じ意味であり，文学の一

様式としての「詩」を表しているわけではなく，また，

「詩的」云々というような売位の特定の雰囲気を強調

しているわけでもない，としている。 
 

4.4 ピアノと人間 
(1) ピアノ再考 

Isacoff／中村（2013）によれば，純正律，このジレ

ンマへの現代の解決法は平均律での調律だと結論づけ

ている。つまり，転調しやすいように自然律を調整す

る。この妥協的調律法は，調子はずれの状態を生み，

うなりを発生させるのである。 
一方，ピアノの鉄のフレームの成分分析の比較が興

味深い。ドイツと日本のピアノの比較である。メーカ

名は伏せてある。炭素，ケイ素，マンガン，硫黄の含

有量はほぼ同じであるという。しかしながら，リンの

含有量は日本の２倍以上であったという。ドイツのピ

アノには，チタン，スズ，銅，バナジウム，モリブデ

ン，ニッケルを少量含んで知る。また，日本のピアノ

は，ニッケルの含有量が多いという。総じていえば，

日本のピアノの鉄は不純物が少なく均質，ドイツのピ

アノは，まんべんなく様々な成分が含まれている。そ

の理由は，日本のピアノは，オートバイのエンジンの

鉄と同じものが使用されたからだという（西原 2013）。 
 
(2) ピアノを弾くということ 
花岡（2007）によれば，「ピアニスト」という言葉

には，「ピアノを弾く人」という意味しかないが，ス

テージで演奏する演奏家は「コンサーティスト」と呼

び区別される。しかしながら私たちは往々にしてこの

両者を混同しているという。演奏という仕事はすべて

の他の仕事と同じで，妙な権威づけや特別視は間違っ

ているという。つまり，演奏は売り物であると説き，

八百屋さんが売っているトマトと何ら変わらないとす

る。氏は，演奏と聴衆との関係が，店と客の関係と同

じであるということをアナロジーで説き，演奏すると

きに謙虚な気持ちを忘れてはならないと力説する。 
 
５．情報学・次世代教育の新しい展開 
5.1 情報学教育ポリシーの拡張 
この度のポリシーの発展的な再考においては，下記

のように，時間的拡張，空間的拡張，及び，概念的拡

張として，３つの視点により述べたい。 
 
(1) 時間的拡張 
情報学教育のポリシーの再考に際して，時間的な拡

張は，次世代教育を中長期的な視点と同義とし，具体

的には 2030 年を視野に入れたことである。その際の

大きなトピックは，言うまでもなく，人工知能に代表

されるように情報科学の大きな進展と急激な社会変化

である。 
 
(2) 空間的拡張 
空間的な拡張とは，今までの実績が希薄なので分か

りにくいかもしれないが，情報学教育の推進を我が国

のみの活動とするのではなく，同様の課題意識を持ち

解決のためのポテンシャルを有する各国の有志諸氏と

ともに展開することを意図している。幸いなことに本

学では，大学院教育学研究科に高度教職実践専攻やデ

ータサイエンス学部が新設されたことによる国際化

や，ICTなどによる新しい情報通信手段を用いた交流

が期待される。 
 
(3) 概念的拡張 
概念的拡張とは，考究する際の概念的な枠組みを超

越することであり，例えば人工知能などは，情報科学
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のような自然科学系の分野にとどまらず，人文科学系，

社会科学系，芸術系の分野などあらゆる学問分野に拡

大している。各界の皆様のご協力により成立するもの

と考えています。積極的な関わりをお願いできれば幸

いである。 
 
5.2 情報学教育ポリシーの深化 
(1) Fine Arts（芸術）としての深化 
ここでのスコープは芸術の深淵さである。前述のよ

うに，人間と人工知能の共同による芸術の創作・鑑賞

を視野に入れる時，改めて芸術の深淵さを感じるもの

である。機械（人工知能）に芸術がわかるかと問いか

ける前に，芸術とは何かという極めて本質的な課題に

ついて，人間だけでは解決できない何かがあるのかも

しれない。人工知能バブルの時代ともいわれる昨今に

おいて，重要なことは，人間性への回帰であり，これ

が結局，人工知能と共同できる近道となるのではない

だろうか。 
 
(2) Liberal Arts（学芸）としての深化 
ここでのスコープは学芸の深淵さである。前述のよ

うに，Liberal Artsは，一般教養としての意味づけが

支配的であるが，初等中等教育においては，いわゆる

“普通教育”としての基礎的・基本的な資質・能力に

帰着して考察する方がわかりやすいだろう。すなわち，

情報学教育の発想は前述のようにもともと K-12 カリ

キュラムの構想から生まれたものであり，およそ小学

校から高等学校までの 12 年間を見通した形で，新し

い情報教育（情報学教育と呼ぶ）を展開する必要があ

ったからである。 
 
(3) Industrial Arts（産業技術・工芸）としての深化 
ここでのスコープは産業技術・工芸の深淵さである。

前述のように，人工知能に代表されるような技術は，

モデリングやプログラミングだけでなく，それらを包

含する“アーキテクチャ”（例えば，コンピュータアー

キテクチャ，人工知能アーキテクチャなど）において

は，心・意識といった極めて人間的とされた分野へも

積極的なアプローチが見られる（松尾 2016）。次世代

を視野に入れた情報学教育では，単なる情報機器の操

作スキルやその科学にとどまらず，Industrial Artsと
しての視点も重要であると考えられる。 
 
(4) Media Arts（メディアアート）としての深化 
ここでのスコープはメディアアートの深淵さである。

前述のように，人間性への回帰として重要な機能を果

たすものと考えられ，筆者はこれを上記 3 つの Arts

を効果的に展開できる第 4 の Arts として位置づけて

いる。その際のキーワードは，感性，理性，及び，知

性であり，これらの人間性がそれぞれ拡張・深化する

ことが特に重要であると考えている。 
情報メディアを「感性に響く」と題して展開した活

用例としては，作曲とプログラミングのアナロジーに

よる教育実践がある（松原2017b，2018b）。今後，こ

の分野は，表現力豊富な「ICTの超活用」により新し

い世界が展開されるものと期待される（松原，2018c）。 
 
６．おわりに 
本稿では，次世代教育を視野に情報学教育の在り方

に関して，多分野の視点を積極的に取り入れ考察を行

った。情報学・次世代教育を成功させるためには，前

述した多くの項目について積極的な対応にて，課題解

決が求められるだろう。特に，ここで取り上げたいの

は，人工知能と学校教育のポリシーとでもいうべきも

ので大枠（フレームワーク）となり得るものである。 
1つめは，「学習方法としての人工知能」であり，現

在の e-Learningや e-Testing（CBT：Computer Based 
Testing）に代表されるような教育・学習環境の激変で

ある。 
2つめは，「学習内容としての人工知能」であり，人

工知能に関わる学習内容の構成とその実施に関するも

のである。一口に人工知能と言っても，単に，コンピ

ュータサイエンスの分野に限定されることはなく，哲

学，論理学，心理学，社会学，医学，健康学，・・・な

どなど，あらゆる分野の協力により成立することを指

摘したい。 
3つめは，「学習手段としての人工知能」であり，人

間と人工知能の協力により，互いの学習を強化するこ

とである。感性，理性，知性という人間性の重要な部

分において，人工知能との協力を見いだすことができ

るかどうかという点で重要な意味を持つだろう。これ

は，今すぐということではないものの，それを視野に

入れたフレームワークの構築は早い方が良いと思われ

る。皆様のご協力を切に期待したいと思います。 
 

付記 
本研究は，本学学部経費，及び，JSPS 科研費（代

表者：松原伸一，課題番号 16K04760）等の助成を受

けて行ったものである。 
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情報学教育研究会（SIG_ISE，ISE 研）について (Ver.9) 
 

本研究会の前身は，2002年3月16日に発足した「情報科教育法研究会（以降JK研と呼ぶ）」

（代表：松原伸一）である。JK研は情報科教育の発展に向けて活動を続け，このメンバーが

中心になり，多くの協力者を得ることにより，『情報科教育研究Ⅱ：教科「情報」の実習事

例』（開隆堂出版）を2003年9月3日に発行した。  
情報科教育は2003年度より年次進行で実施されたが，2年を経過した時点で，教育課程改訂

の時期を迎えることになった。代表の松原は，2005年8月8日に文部科学大臣より中央教育審

議会専門委員の任命を受け，教育課程の改訂に関わることになる。  
当時は，各教科を専門とする教科教育系の学会が多くの教科で設置されていたにもかかわ

らず，情報科の場合はそれがなかったのである。したがって，情報科教育に関して一定の見

解を集約したり学術的な支援を行ったりすることが困難とみられる状況があった。この問題

を解決するため，JK研は，日本情報科教育学会（2007年12月23日設立）の発足に加わること

とし，事実上その活動を休止した。その後，情報科教育は情報学教育としての機運を生じ，

高等学校の新しい学習指導要領が2009年3月に告示されるとともに，教科「情報」の学習指導

要領解説は，2010年1月29日に文科省のWebページにおいて公表された。そこで，本研究会は，

2009年11月11日に「文理融合の情報学教育」をコンセプトに再発足し，その名称を「情報学

教育研究会（SIG_ISE， ISE研）」に変更して，会誌「情報学教育研究」を2010年3月に発行

している。  
一方，日本情報科教育学会では，2010年2月27日の理事会において，「情報学教育推進特別

委員会」を組織することが承認され，中長期的な展望に立ち，関係の諸機関等を結集し，我

が国における情報学教育を推進するための中枢的会議（日本版ウッズホール会議）の開催準

備を行うだけでなく，この件に関わる各種の調査・研究及び，各種イベントの開催（国際会

議を含む）などを視野に入れて，各種事業が進められることになった。  
本研究会は，日本情報科教育学会と連携するとともに，学校教育における一貫した情報学

教育を実現するために活動し研究成果を広く公開している。2011年12月23日には情報学教育

関連学会等協議会が設立され，日本情報科教育学会，日本教育工学会，教育システム情報学

会，情報処理学会，及び，本研究会が連携して，情報学教育推進に向けて協議することにな

った。その後，2012年12月22日に情報学教育関連学会等協議会2012，翌年2013年12月22日
に情報学教育関連学会等協議会2013がそれぞれ開催され，2014年12月20日には同協議会の主

催により「第２回情報学教育推進コンファレンス」が開催された。また，2015年度には新た

に情報学教育フォーラムが発足し本研究会が運営を行っている。第１回は2015年5月31日に，

第２回は2015年10月18日に，第３回は2016年5月29日に開催された。第４回は2017年5月28
日に滋賀大学にて開催され，同日午前に特別セッション：ワークショップも開催された。本

冊子には現時点での最新情報を掲載している。皆様のご理解とご協力を頂ければ幸いである。  
 

※本研究会では，ピアレビュー制度（査読制度）を導入しています。 

※この冊子は，JSPS 科研費（代表：松原伸一，課題番号：16K04760）の助成を受けて印刷しています。 
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会告２：情報学教育研究会　会議・活動記録 ･･････････････････････････････････････････････

会告３：情報学教育研究会　役員等名簿 ･････････････････････････････････････････････････

会告４：第４回情報学教育フォーラム（プログラム・挨拶）･･････････････････････････････････

会告５：情報学教育におけるキーワードの整理（Ver.2）･･･････････････････････････････････

会告６：情報学教育におけるキーワードの整理 ･･･････････････････････････････････････････

・

第１部 特集

第２部 情報学教育の理論と実践

第３部 コラム

第４部 研究会からお知らせ（会告）




